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環境Environment

ヤマナカ環境方針

目標達成状況

事業活動における環境負荷

ヤマナカでは、自然環境や貴重な資源を
利用して営業活動を行っていることに対
して真摯に向き合い、持続可能な環境対
策を行うべく、さまざまな取り組みを行っ
ています。

環境方針 / 事業活動における環境負荷

項　目 取り組み内容 2015年目標 2015年実績 2016年目標

省エネルギー機器の導入に加え、従業員の積極的な節電活動などにより、エネルギー使用原単位を大幅に減少させ
ることができました。

エネルギー

廃棄物の総量制限に取り組んでおりますが、2015年度は廃棄物量をより正確に把握できるよう従来の集計方法を
改め直したことにより、一時的に増加しました。

すべての
廃棄物

地元の食品再生業者らと協力し、生ごみの飼料化や肥料化などを積極的に推し進めています。

食品
リサイクル

レジ袋持参率 85.0％以上 84.5％ 85.0％以上

容器包装リサイクル法における
容器・包装資源使用重量 1.0％削減 2.7％削減 1.0％削減

容器包装リサイクル法対象資材につきましては法令に基づいて集計し、再商品化義務を履行しています。

容器包装

食品リサイクル率 72.3％以上 74.0％ 75.0％

食品リサイクル法における
食品廃棄物等の発生原単位 23.13000kg/百万円以下 23.63090kg/百万円 23.50000kg/百万円

10,977t 10,500t
（前年比10.6％増加） （前年比4.3％削減）

年間総排出量
（リサイクル・非リサイクル含む）

エネルギー
使用原単位

0.01895kl/千㎡・h以下
（前年比1.0％削減）

0.01568kl/千ｍ²・ｈ以下
（前年比17.2％削減） （前年比1.0％削減）
0.01584kl/千ｍ²・ｈ

RECYCLE

・ 発泡スチロールトレー・・70t
・ 牛乳紙パック・・・・・・・・・・・・・・・89t
・ アルミ缶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・130t
・ ペットボトル・・・・・・・・・・・・・164t

・ 野菜くず・・・・・・・・・・・・・・・・・・652t
・ 魚アラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・351t
・ 肉脂・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・129t
・ 廃食用油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73t
・ その他生ごみ・・・・・・・・・・・・422t
・ ダンボール・雑古紙・・7,180t
・ 発泡スチロール ・・・・・・・・216t

・ 電気・・・・・・75,401 千kWh

・ 水道・・・・364,793 m3

・ 都市ガス・・・・・・932 千m3

・ LPG・・・・・・・・・・・・168 t
・ プラスチック製容器・・・・・・・・ 850t

・ プラスチック製包装・・・・・・・・ 205t

・ CO₂総排出量 ・・・・ 40,116 t-CO2

・ 廃棄物排出量・・・・・・・1,861 t

・ 紙製容器・・・・・・・・16 t
・ 紙製包装・・・・・・・・・・9 t
・ ダンボール製
　容器包装・・・・・・・・・・4 t

OUTPUT

INPUT
店頭資源回収量 店廃棄物リサイクル量

社員の職場への貢献意識を高める 家庭ごみの減量に貢献する1 4

環境に優しい商品を積極的に販売する ヤマナカから出るごみの減量に努める2 5

環境に優しい資材・備品を購入する 省エネ設備を導入する3 6


